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Ⅰ．はじめに

　我が国において，シェルボーン・ムーブメ

ント（ＳＤＭ）は，1992年に兵庫県神戸市に

ある公益財団法人ひょうご子どもと家庭福祉

財団が，ＳＤＭを就学前の子どもたちを対象

に療育として初めて実践開始した（日本シェ

ルボーン・ムーブメント協会2013）．ＳＤＭ

の対象は，障害の有無によらず幼児から高齢

者までと非常に幅広いが，このムーブメント

がセラピーとして位置づけられているためか，

国内外の先行研究では，障害のある幼児・児

童を対象としたものが多い（小原・伊藤

2004，中 島2012，瀧 澤 他2020，Bleszynski 

2007，Zawadzka 他 2012，Wieczorek・

Kuriata 2014，Morgulec-Adamowicz 2020）．

　一方で，セラピーとは異なる目的で大学生

を対象としＳＤＭを活用した報告もある．ヒル

（2009）は，英国のBristol大学のソーシャル・

ワークのコースに所属する大学生がＳＤＭの

2 時間のセッション内で「良い個性のグルー

プを早急に確立する」ことを目的に，ＳＤＭの

セッションを実施した結果，「積極的で良い人

間関係をつくる機会」を得て，「グループの良

い人間関係が達成」されたと述べた．また，

ヒル（2009）は，英国のPlymouth大学教育学

部に所属する大学生を対象に，小学校体育の

教育課程の中にＳＤＭが 4 週間のセッション

として設定され，これが「身体とムーブメン

トの可能性を理解する」という目的を果たす

た め に 機 能 し た と 述 べ た．Walter・Hen

（2009）は，イスラエルのTel-Hai大学教育学

部の学生を対象に期間を限定して彼らの教育

課程の一部にＳＤＭを組み込み，これと情動

知能との関連について検討した．その結果，

ＳＤＭの活動が学生たちの情動知能及び学習

力の向上に寄与したと示した．

　このように，ＳＤＭは人材養成を目的とし
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た大学の教育課程等に取り入れられ，大学生

間における良好な人間関係の構築，体育教員

の養成における教育課程への導入，大学生の

情動知能の向上等の効果をあげている報告が

散見される．しかし，我が国においては，上

記のような報告がみあたらない．

　そこで，本研究では，本学の保健体育教員

をめざす大学生を対象にＳＤＭを体験しても

らい，自由記述によるアンケート調査を実施

し，彼らが履修中の体育学的視点によるこの

ムーブメントの指導法の評価に関するメリッ

トとデメリットについて検討することを目的

とした．その意義として，ＳＤＭの適用が国

外の研究報告のように大学生に可能かどうか

明らかにできることや保健体育教員をめざし

ている大学生を対象にすることで，より専門

的な視点によるＳＤＭに関する知見が得られ

る可能性が考えられる．なお，本稿において

は，メリットとデメリットの意味として，メ

リットは「利点・長所」，デメリットは「欠点・

短所」とし，一般的に流通している意味を採

用した．

Ⅱ．方　法

1 ．対象

　本学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科に

所属する 3 年生の10名（男子 5 名，⼥子 5 名）

で，年齢の平均値と標準偏差は，20.7±0.4で

あった．本研究は，履修科目「専門演習Ⅱ」

の授業で実施し， 1 回 90 分で，実施期間は，

2021 年10⽉から2022年 1 ⽉まで計 6  回で

あった． 授業内容の概略は，表 1 に示した．

2 ．アンケート調査内容

　調査のための質問票は，Microsoft Forms

を用いて作成し，調査期間は，2022年 1 ⽉13

日から 1 ⽉20日の 8 日間であった．調査内容

は，質問 1 が「シェルボーン・ムーブメント

を体験してみて，どのような指導法のメリッ

トがあると考えますか．自由に書いてくださ

い．」，質問 2 が「シェルボーン・ムーブメン

トを体験してみて，どのような指導法のデメ

リットがあると考えますか．自由に書いてく

ださい」と設定した．

3 ．分析の方法

　 分 析 方 法 は，Mayring（2004）と 伊 東

（2004）の質的内容分析を参考とし，質問 1

における「メリット」 と質問 2  における「デ

メリット」に関して記述した文章を抽出し，

類似性に基づいて分類し，カテゴリー化を試

みた．

4 ．倫理的配慮 

　授業での実施であるので，全員に協力を求

めた．その際，調査に協力してくれる人のみ

を研究対象とし，得られた結果は匿名にする

こと，本研究の研究者以外に一切の情報を漏

らさないこと，協力できなくとも授業評価な

どに一切影響しないことを伝えた．

Ⅲ．結　果

1 ．ＳＤＭの指導法に関する評価から抽出

したメリット

（ 1）カテゴリー，サブカテゴリー，記述

　質問 1  から抽出したカテゴリー数は 4 ，

サブカテゴリー数は13 に分けられた（表 2 ）．
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カテゴリーを【　】，サブカテゴリーを［　］

で以下に示した．カテゴリーとサブカテゴ

リーは，【コミュニケーション系】が，［人間

関係の構築］，［世代間交流］，［他者認識の向

上］，【心身系】が，［身体の制御］，［心身の

リラックス］，［柔軟性の向上］，［運動不足解

消］，［ゆるい運動］，【環境系】が［豊富な活

動内容］，［気軽さ］，［道具不要］，【成功体験

系】が［楽しさ］，［称賛］であった．

（ 2）【コミュニケーション系】

　サブカテゴリー数は 3 であり，それらは［人

間関係の構築］，［世代間交流］，［他者認識の

向上］であった．［人間関係の構築］は，「自

然と周囲の人と仲良くなることができること」

「人間関係を構築」「コミュニケーション能力

を取得」「人間関係の繋がりが向上」「他者と

コミュニケーションを取り人間関係の形成が

できること」「仲良くなること」「男⼥間の仲

が深められること」「他人から学ぶこと」であっ

た．［世代間交流］は，「世代を超えた交流」

「年齢問わず，一緒に楽しく身体を動かすこ

とができること」「誰でも参加しやすいこと」

「たくさんの人と交流」「障がいの有無や年齢

を問わず幅広い人々が対象となること」「世

代での楽しめができること」であった．［他

者認識の向上］は，「相手のことを気遣う気

持ちが芽生えやすい活動」「自分だけでなく

他の人たちの考えを聞くこと」「互いに新た

な発見」「人との関心が高まること」「人への

信頼」であった．

（ 3）【心身系】

　サブカテゴリー数は 5 であり，それらは，

［身体の制御］，［心身のリラックス］，［柔軟

性の向上］［運動不足解消］［ゆるい運動］で

あった．［身体の制御］は，「自分の体をコン

トロールする力」「体のコントロール力が身

に付くこと」「身体の動かし方を学ぶこと」「全

身を使いながら活動できること」「身体制御

を獲得」「全身で動かすことで動きに対して

の認識が高まること」「自分で考える力をつ

けること」であった．［心身のリラックス］は，

「リラックス効果」の記述が 2 ，「身体にくつ

ろぎを感じること」「リラックス」「リラック

ス効果」「安心感を持つことができること」

表 1．ＳＤＭセッション（第 1回～第 6回）

第 1 回目 第 2 回目 第 3 回目 第 4 回目 第 5 回目 第 6 回目

導
入

ＳＤＭセッションの
ガイダンス

前回の復習と
本時の目的

前回の復習と
本時の目的

前回の復習と
本時の目的

前回の復習と
本時の目的

前回の復習と
本時の目的

展
　
　
　
開

1 ．ＳＤＭの目的
2 ．ＳＤＭの概略
3 ．ＳＤＭの効果
4 ．自己認識の活動

目的
5 ．実技
・自己認識の活動
・身体認識の活動
・空間認識の活動

1 ．他者認識の
活動目的

2 ．福祉施設で
の実践動

3 ．実技
・人間関係の

活動
・介助し合う

活動の実際

1 ．他者認識の
活動目的

2 ．通級指導
教室での
実践動画

3 ．実技
・人間関係の

活動
・介助する活

動の実際

1 ．他者認識の
活動目的

2 ．海外での
実践動

3 ．実技
・人間関係の

活動
・対抗する活

動の実際

1 ．小集団の
活動目的

2 ．実技
・小集団活動

の実際

1 ．ＳＤＭの
活動全般
の復習

2 ．グループ
編成

3 ．ＳＤＭの
テーマご
とで活動
及び発表

まとめ 本時の振り返り 本時の振り返り 本時の振り返り 本時の振り返り 本時の振り返り 本時の振り返り
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表 2．ＳＤＭの指導法のメリット

カテゴリー サブカテゴリ― 記　　述

コミュニケーション系 人間関係の構築 ・自然と周囲の人と仲良くなることができること
・人間関係を構築
・コミュニケーション能力を取得
・人間関係の繋がりが向上
・他者とコミュニケーションを取り人間関係の形成ができること
・仲良くなること
・男⼥間の仲が深められること
・他人から学ぶこと

世代間交流 ・世代を超えた交流
・年齢問わず，一緒に楽しく身体を動かすことができること
・誰でも参加しやすいこと
・たくさんの人と交流
・障がいの有無や年齢を問わず幅広い人々が対象となること
・世代での楽しめができること

他者認識の向上 ・相手のことを気遣う気持ちが芽生えやすい活動
・自分だけでなく他の人たちの考えを聞くこと
・互いに新たな発見
・人との関心が高まること
・人への信頼

心身系 身体の制御 ・自分の体をコントロールする力
・体のコントロール力が身に付くこと
・身体の動かし方を学ぶこと
・全身を使いながら活動できること
・身体制御を獲得
・全身で動かすことで動きに対しての認識が高まること
・自分で考える力をつけること

心身のリラックス ・リラックス効果
・身体にくつろぎを感じること
・リラックス
・リラックス効果
・安心感を持つことができること

柔軟性の向上 ・柔軟性が磨かれること
・柔軟性も高まること

運動不足解消 ・性別や年齢問わず運動不足解消
ゆるい運動 ・息の上がらない運動があること

環境系 豊富な活動内容 ・遊び方の規律がないことで，自由に楽しめ，想像力が大いに発揮できること
・遊び方の種類が豊富
・バリエーションが豊富
・正解が複数あること
・正解がないのでありのままで様々な表現が出来ること

気軽さ ・誰でも取り組めること
・気軽に行うこと
・手軽に実施・参加
・少人数でも大人数でも参加しやすいという点
・スペースがあればすぐできること

道具不要 ・ルールや道具を必要とせず安全に実施できること
・用具を使用しないため，けがのリスクが少ないこと
・道具を使わずに実施できること

成功体験系 楽しさ ・楽しく学ぶことができること
・運動能力が関係なく楽しく活動できること

賞賛 ・褒められるので気分が良くなること
・肯定的声掛け



97

であった．［柔軟性の向上］は，「柔軟性が磨

かれること」と「柔軟性も高まること」であっ

た．［運動不足解消］は，「性別や年齢問わず

運動不足解消」，［ゆるい運動］は，「息の上

がらない運動があること」であった．

（ 4）【環境系】

　サブカテゴリー数は 3 であり，それらは，

［豊富な活動内容］，［気軽さ］，［道具不要］

であった．［豊富な活動内容］の記述は，「遊

び方の規律がないことで，自由に楽しめ，想

像力が大いに発揮できること」「遊び方の種

類が豊富」「バリエーションが豊富」「正解が

複数あること」「正解がないのでありのまま

で様々な表現が出来ること」であった．［気

軽さ］は，「誰でも取り組めること」「気軽に

行うこと」「手軽に実施・参加」「少人数でも

大人数でも参加しやすいという点」「スペー

スがあればすぐできること」であった．［道

具不要］は，「ルールや道具を必要とせず安

全に実施できること」「用具を使用しないた

め，けがのリスクが少ないこと」「道具を使

わずに実施できること」であった．

（ 5）【成功体験系】

　サブカテゴリー数は 2 であり，それらは［楽

しさ］と［賞賛］であった．［楽しさ］の記述

は，「楽しく学ぶことができること」と「運動

能力が関係なく楽しく活動できること」であっ

た．［賞賛］の記述は，「褒められるので気分

が良くなること」と「肯定的声掛け」であった．

2 ．ＳＤＭの指導法に関する評価から抽出

したデメリット

（ 1）カテゴリー，サブカテゴリー，記述

　質問 2 から抽出したカテゴリー数は 3 ，サ

ブカテゴリー数は 5 に分けられた（表 3 ）．

カテゴリーを【　】，サブカテゴリーを［　］

で以下に示した．カテゴリーとサブカテゴ

リーは，【コミュニケーション系】が，［異性

間接触の制限］と［成人間の活動困難］であ

り，【心身系】が，［子どもの特性に伴う負荷］，

［関心の持続困難］，［思考停止］であった．

（ 2）【コミュニケーション系】

　サブカテゴリー数は 2 であり，［異性間接

触の制限］の記述は，「異性同士だと出来る

範囲が限られること」「日本の文化的にも男

⼥間での交流がしにくいこと」「男⼥が一緒

に活動できないこと」「男⼥に羞恥心が生ま

れ思うように身体を動かすことができなくな

ること」「年齢や活動による触れる部位によっ

ては男⼥間で行えないこと」，［成人間の活動

困難］の記述は，「大人同士は取り組み辛い

こと」「体格が大きい人と一緒に行うことは

難しいこと」「関係性が薄いと互いに遠慮が

出てしまいそうで，内容によって用途がつか

みにくくなること」であった．

（ 3）【心身系】

　サブカテゴリー数は 3 であり，［子どもの

特性に伴う負荷］の記述は，「コミュニケー

ションが苦手な子や複数で一緒に活動するの

が苦手な子にとっては苦痛に感じること」「人

見知りの子や引っ込み思案の子には負担にな

る可能性」「障害によっては身体的特徴が現

れ出来ないこともあること」「発達障がいの

ある子ども達が行うと触られることへの抵抗」

「思考が苦手な子どもにとっては提示された

ことに対する方法を考えることが大変なこと」
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であった．［関心の持続困難］の記述は「ひ

とつの運動に飽きてしまい最後まで行なって

もらえないということ」，［思考停止］の記述

は「考えが浮かばない時に周りの人の真似を

しがちになることが多々あったこと」であった．

Ⅳ．考　察

1 ．学生が認識したＳＤＭの指導法のメリット

　表 2 にあるように，学生たちが認識したＳ

ＤＭの指導法のメリットについて，カテゴリー

内で最も多かった記述数は，【コミュニケ―

ション系】，次に【心身系】，【環境系】，そし

て【成功体験系】であった．これらのうち上

位 2 つのサブカテゴリ―は，［人間関係の構

築］，［世代間交流］，［他者認識の向上］［身

体の制御］，［心身のリラックス］，［柔軟性の

向上］［運動不足解消］［ゆるい運動］であっ

た．シェルボーン（2010）は，「すべての子

どもたちは，子どもたち自身の身体にくつろ

ぎを感じることによって身体統御を獲得して

いくこと，そして子どもたちは人間関係を構

築していかなければならないこと」と述べ，

子どもの成長に必要なニーズを「身体をリラッ

クスさせながら身体統御の獲得」と「人間関

係の構築」の 2 点をあげた．また，シェルボー

ンの弟子の一人である Janet Sparkes は，

「シェルボーンのムーブメント入門第 2 版」

の「第 2 版への序文」において，上記の 2 点

が「シェルボーンのムーブメント療法の取り

組みの真髄」と位置づけ，ＳＤＭの理解には

これら 2 点を中核にする必要性を主張した

（シェルボーン2010）．したがって，学生たち

が認識したＳＤＭの指導法のメリットの中に

表 3．ＳＤＭの指導法のデメリット

カテゴリー サブカテゴリ― 記　　　述

コミュニケーション系 異性間接触の制限 ・身体接触があるため男⼥間での活動に制限がかかること
・異性同士だと出来る範囲が限られること
・日本の文化的にも，男⼥間での交流がしにくいこと
・男⼥が一緒に活動できないこと
・男⼥に羞恥心が生まれ思うように身体を動かすことができな

くなること
・年齢や活動による触れる部位によっては男⼥間で行えないこと

成人間の活動困難 ・大人同士は取り組み辛いこと
・体格が大きい人と一緒に行うことは難しいこと
・関係性が薄いと互いに遠慮が出てしまいそうで，内容によっ

て用途がつかみにくくなること
心身系 子どもの特性に

伴う負荷
・コミュニケーションが苦手な子や複数で一緒に活動するのが

苦手な子にとっては苦痛に感じること
・人見知りの子や引っ込み思案の子には負担になる可能性
・障害によっては身体的特徴が現れ出来ないこともあること
・発達障がいのある子ども達が行うと触られることへの抵抗
・思考が苦手な子どもには提示されたことに対する方法を考え

ることが大変なこと
関心の持続困難 ・ひとつの運動に飽きてしまい最後まで行なってもらえないと

いうこと
思考停止 ・考えが浮かばない時に周りの人の真似をしがちになることが

多々あったこと
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上記 2 点の知見が包含されており，学生たち

はＳＤＭの活動等の経験を通して，ＳＤＭの

中核の概念の理解を深化させたと考えられる．

　表 2 のカテゴリーのうち，下位 2 つは【環

境系】と【成功体験系】であった．【環境系】

のサブカテゴリ―は［豊富な活動内容］，［気

軽さ］，［道具不要］，【成功体験系】のサブカ

テゴリ―は［楽しさ］と［賞賛］であった．

ＳＤＭの特色として，瀧澤（2016）は，「特

別な道具が必要ないこと」「実践するための

特定の技術的また身体的スキルを必要としな

いこと」「実践のためのパートナーを柔軟に

組み合せられること」などをあげている．ま

た，シェルボーン（2010）においても，ＳＤ

Ｍの活動自体に「楽しさ」を感じることや活

動について褒められることが重要であること

を示した．学生たちが認識した下位 2 つの

【環境系】と【成功体験系】が，ＳＤＭの指

導法のメリットとしてあげられていたので，

ＳＤＭの特色やその重要点が，反映されてい

る結果であったことが考えられる．

2 ．学生が認識したＳＤＭの指導法のデメリット

　表 3 にあるように，学生たちが認識したＳ

ＤＭの指導法のデメリットについて，カテゴ

リー内で最も多かった記述数は，【コミュニ

ケ―ション系】，次に【心身系】であった．

これらのうち【コミュニケ―ション系】のサ

ブカテゴリ―は，多い順に［異性間接触の制

限］と［成人間の活動困難］，【心身系】のサ

ブカテゴリ―は，［子どもの特性に伴う負荷］

が最も多く，［関心の持続困難］と［思考停止］

は同数であった．

　シェルボーン（2010）は，ＳＤＭの実践に

あたり，安全面の配慮を繰り返し言及してい

るが，他の観点による指導法のデメリットは

見当たらない．一方で彼⼥の弟子の一人であ

るヒル（2009）は，ＳＤＭの指導実践におけ

るデメリットについて，いくつか言及してい

る．具体的には，「身体接触」を含む活動の

実践の場合，参加者に対して事前にＳＤＭの

理論や効果について説明し許可を取る必要性

があることや，ＳＤＭの活動において参加者

を持ち上げる等の方法を導入する場合には，

事前に参加者の状態を確認する必要性がある

こと，また，ＳＤＭの実践に参加できない特

定の人々に対する支援の困難性についてもあ

げている（ヒル2009）．

　このようにＳＤＭの指導法のデメリットに

ついて，学生たちが認識したことと英国で実

践されてきた経験にもとづくことの間には，

「身体接触」が共通のデメリットとして認め

られた．学生たちは，ＳＤＭの活動が，ある

年齢以上の異性間では限界があると認識して

おり，シェルボーン（2010）とヒル（2009）

による文献には，ＳＤＭの指導実践における

異性間や年齢のデメリットに関する言及がな

い．学生たちは，「身体接触」に関して繊細

に反応したと考えられ，日本におけるＳＤＭ

の指導実践には，参加者によっては留意しな

ければならない点が示唆された．

　次に，サブカテゴリ―［成人間の活動困難］

［子どもの特性に伴う負荷］［関心の持続困難］

と［思考停止］に関しては，参加者の特性に

よるＳＤＭの指導実践の難しさを示している

と思われる．しかし，ＳＤＭの指導実践の経

験を積み上げることで，参加者の特性の理解

も進み，ＳＤＭが提供できる内容や方法を構

想できるようになるとシェルボーンは述べて

いる（シェルボーン2010）．したがって，学
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生たちのＳＤＭの活動の経験値が上昇すれ

ば，自ずと上記のデメリットは解消されてい

くであろう．

Ⅴ．まとめと研究の限界

　本研究では，保健体育教員をめざす大学生

を対象にＳＤＭを体験してもらい，自由記述

によるアンケート調査を実施し，彼らが履修

中の体育学的視点によるこのムーブメントの

指導法の効果に関する評価のメリットとデメ

リットについて検討した．その結果から，シェ

ルボーンは子どもの成長に必要なニーズとＳ

ＤＭの特色やその重要点を示したが，学生た

ちは，それらをメリットとして理解し深化さ

せたことが示唆された．また，ＳＤＭの活動

におけるデメリットとして，「身体接触」が

あげられ，我が国において異性間や年齢に留

意する必要性があることや，障害のある子ど

もの特性によるＳＤＭの実践の難しさが示さ

れた．

　このように教員免許取得希望学生がＳＤＭ

を体験し，その指導法の効果を評価すること

で，そのメリットとデメリットをある程度明

らかにできたと思われる．そして，ＳＤＭの

重要点などをメリットとして認識可能であっ

たことは，本研究の指導法に効果があったと

窺える．一方で，ＳＤＭの指導法のデメリッ

トとして，障害のある子ども等の特性による

ＳＤＭの実践の難しさが示されたことは，本

研究におけるＳＤＭの指導法が，参加者の特

性に応じて実践されるということを，十分に

伝えられなかったことが考えられ，今後大学

生を対象にＳＤＭを指導する場合の改善点と

して検討する必要性があると示された．

　本研究の限界は，研究対象者数が10名であ

り少数であったので，今後はさらに対象者数

を増やすことや，大学生を対象としたＳＤＭ

の指導法について，このムーブメントの本質

が伝えられるようなプログラム内容の再検討

が必要になるであろう．
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